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はじめに

我々が、なぜ学ぶことに努めるかを考えると，一つの大きな理由は，日々
生活の営みの中で発生する自己選択及び問題解決場面において，よりよい選
択をする，またはよりスムーズに問題を解決するために必要な能力を身に付
ける，または能力の向上を図るためである。こうした日々の選択及び問題解
決能力,換言すれば生活に必要なさまざまな能力(生活能力)の獲得が,我々
にとっては大切な学びであるようにも思われる。
当然，個々人の経済状況，職業，家族構成等々，それぞれのおかれた生活

状況によっても必要な能力が異なって感じ取られることはある。さらに，生
活の中で必要と感じ取られる能力については，趣味に焦点を置いて生活の豊
かさを求める人が必要とする能力など，ライフスタイル等の相違によっても
当然認識に誤差が生じるに違いないし，社会状況の変化によっても影響され
ることが多い。逆に，誰にでも必要とされる，換言すれば一般に成人として
生活を営む上で，日常最低限共通に必要と思われる能力もあると思われる。
したがって，成人の生活に必要な能力を明確に定義することは困難である。
そこで本論においては，まず成人の学習動機や学習ニーズに関する調査等

から成人の生活能力と生涯学習の関係を若干類推し，加えて生涯学習体系へ
の移行という視点から１９７０年代にアメリカで起こったCBE(Competency-
basedEducation:基礎能力または生活能力教育）運動を振り返り，その中で
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成人の生活能力と生涯学習５７

合若干少ないように思われる｡3）ただ，さまざまな比較調査が，アメリカに
おけるリカレント型の学習内容の豊富さや年齢が増すにつれ「税金や年金の
問題｣，「日常生活に関する法律，健康管理の問題」などの学習に関する関心
が高くなる，すなわち年代に応じた生活能力の獲得への関心が強くなること
を示している。
ただ，我が国の場合は，当初より生涯学習では教養獲得型及び趣味獲得型

の事業を中心に展開してきたという経緯を考えると，極めて現実的で，実生
活にかかわる基礎的なまたは新しい知識や技術，即ち成人として生活を営ん
でいくための生活能力とも言うべき分野の事業に対してどれだけの比重が置
かれてきたかがあまり明確にされていないように思われる。アメリカの地域
教育の中で取り上げてきた，例えば「子育てにかかわる問題，自分が真に必
要なものを購入する能力，行政によるアナウンスメントや簡単な契約書を読
み理解する能力，人間関係にかかわる問題の解決能力」などは，我が国にお
いて成人として当然有すべき能力と思われてきた。したがって，我が国にお
いて，生活能力にかかわる事業という名目での生涯学習事業は，それほど多
く実施されていないし，参加者からも特に生涯学習に対する大きなニーズの
一つとして考えることが少なかったように思われる。
だが，我が国でも，特に青少年に関して，漢字の読み能力が低下している

世代，計算の不得手な世代などと形容されるように，平均的な学力の低下と
ともに，問題解決能力や生きる力の欠如が問題になり，関連して日常的な生
活能力の低下も指摘されるようになっている。反面，高校への進学率はほぼ
100%であり，高等教育への進学率もすでに約50%に達している。これは極
めてアイロニックな現象ではあるが，現実に子育ての際に子どもに誤った薬
を飲ませてしまうといった問題，なかなか自分の希望するものが購入できな
いといったことから発生するストレス，公的な文書の不理解による失敗と不
満など，こうした実情が将来は，実にさまざまな問題を生み出すかもしれな
い。ただ最近では，青少年だけでなく成人に関しても，家庭の教育力の低下
や親としての資質の問題など，一成人，一市民としての日常的な生活の基礎
的な生活能力と言ったものが，低下しているのではないかという疑問も出て
きている。問題解決能力の低下，対人関係維持能力の低下，生きる力の問題
など，生活能力の範鴎に入ると思われる能力に関連しての不安とそれから発
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成人の生活能力と生涯学習５９

事に支障をきたした最も大きな原因であり，自分の学力不足は学校の指導の
怠慢によるところが大きい」としてサンフランシスコの学校と教育委員会を
サンフランシスコ高等裁判所に告訴した。その結果裁判所は，ピーターの能
力が小学生程度であることを知りながら高校の卒業証書を与えたことは，学
校側のミスであるとして有罪の判決を下した｡7）ただ，この判決は，基礎学
力の低さが学校の責任か，生徒自身の責任であるかということに関しては明
言を避けている。しかし，判決の結果が，高校の卒業証書が何を意味するの
か，換言すれば卒業証書はどのような能力を有していることを証明している
のか，その点に疑問を提示したことは事実である。同時に，最も注目された
点は，基礎学力の低下が，学校内だけの問題ではなく，卒業後の社会生活を
正常に営んでいける諸能力の育成にかかわる問題，まさに社会の問題として
認識せざるを得ないことを明示したということであった。

(2)CBE(基礎能力または生活能力)教育
その後，このような低学力化と中等教育後の生活との問題の指摘や議論の
高まりから，新しい学業達成基準の設定，それに基づく高校卒業要件の見直
し，基礎能力テストの実施など，全米の多くの州が新しい施策の実施に踏み
切った。CBEは,1970年～80年代における一つの教育改革運動となって拡大
した。
オレゴン州は，1974年秋に，高校の新卒業要件(NewUinimumGraduation
Requirements),そしてそれに焦点を当てた新最少基礎能力基準(NewMinimum
CompetencyStandards)を設定し，全ての公立学校に採用を義務付けた。1977
年までほとんどの州がこうした基準の採用を発表したが，アラバマ州やアリ
ゾナ州など２０州では高校の卒業に直接関係する州内統一最少基礎能力テス
ト基準(MinimalCompetencyTestingStandards)の設置を決定した｡8）も
ちろん，これによってカリキュラムの内容も変化したが,CBEの必要性の認
識が，それまでの伝統的な教科の最低基準を新たに示しただけでなく，「教育
の大きな一つの目標が，個人の学校教育後の社会において一成人として正常
な生活を営むために必要な能力の育成にある」という新しい共通認識を作り
出したことは,極めて大きな注目に値する。したがって,"Competency"とは，
単に学校における既存の教科の基礎的な能力の範囲を越えて，個人が社会の
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中の一成人として生活を営む上に必要なあらゆる基礎能力を意味するという
ことになった。CBEは，一般的に「様々な役割を有する社会生活の中で，一
市民として機能し，一成人として支障なく社会生活を営むために必要である
能力を明確に提示し，それを育成し，達成度を評価するという教育である」
と理解されたのである。
しかしながら,"Competency"つまり生活に必要な基礎能力とは具体的にど

のような能力を指すのか，また学校教育または生涯学習の中で育成すること
が可能な基礎的な"Competency"とは何か，そのことを明示することが問題
であった。CBEに関連してウィリアム・スパディ(WilliamG・Spady)などは，
"Competency"を「個人が一人の消費者,生産者，政治的市民，ドライバー，

家族の構成員，友人，余暇の活用者，そして生涯学習者として，自己の生活
を問題なく営むための基礎的な諸能力である９)」として３Rs(読み・書き・
計算）などの基礎学力と区別している。まさにスパディは,Competencyを生
活能力(1ife-ski l l )または生存能力(survival-ski l ls)に限定した。た
だ，一般的に学校教育も含めた生涯学習の中では,３Rsの能力と生活及び生
存能力を総合した範晴の諸能力をCompetencyとする考え方が,当時の教育界
では多数を占めていた。

(3)高校卒業要件等に見る生活能力とCBE
このようなCompetencyを具体的な高校卒業用件として取り上げた例を見
ると，ペンシルバニア州やヴァージニア州を中心としたいくつかの州では，
他州と比較してとりわけ生活能力を強調し,3Rsも含めたかなりの広い範囲
における諸能力を生活に必要な最少能力として高校卒業要件に加えている。
例えば，メリーランド州では，社会における個人の役割に基づく以下の５領
域というものを設定し，それらの領域における諸能力の重要性を指摘した。
①3Rs(読み・書き・計算）・・・市民，消費者，労働者として社会の中
で機能するために必要な最も基礎的な能力である。
②労働の世界(TheWorldofWork)・・・経済的安定を得るためには労
働が必要であり，また職場において機能するために最低限求められる能
力や技術の獲得が必要である。
③余暇の世界(TheWorldofLeisureTime)・・・スポーツや芸術を楽
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6２特集学力問題と生涯学習

と」も日常生活の中で必要な諸能力に含めている。
以上のように,CBEと呼ばれる生活基礎能力教育の動きは，公立高校の卒
業要件として，学校を離れ社会の中で一成人として生活を営んでいくために
必要な最低限の能力の育成を学校教育に対する一つの義務として位置付けさ
せた。ただ，アメリカにおける1970年代からのCBE運動は，生徒たちの学力
低下対応策の一つとして全米に拡大したということは間違いない。しかし同
時にそれは，1970年代アメリカにおいて発展していた生涯学習の理念と深く
結びついていたのも事実であった。アメリカにおいても生涯学習体系への移
行は，学校教育と地域社会での学習活動との連続性を再認識させ，学校教育
が成人期の生活能力の育成に責任を持ち，卒業後も地域社会の中で継続して
必要な生活能力の修得に対応しなければならないという強い認識が，こうし
たCBEの動き等に端を発して深まってきた。したがって，前述したように，
アメリカの生涯学習プログラム，とりわけ地域教育における事業の中には，
住民の生活ニーズに密着したものが多く見られるのも納得し得る。

(3)基礎的な生活能力に関するテスト
CBEが，一つの改革として全米に広まった時期に，基礎的な生活能力を評
価するにはどのようなテスト項目が相応しいかという議論が起こった。その
ような中で，様々なテストやテスト作成のための調査が実施された。生活能
力の育成に関して基準となる具体的な内容を考えることさえ困難であるのに，
評価することは更に大きな問題であった。消費者として，スーパーマーケッ
トで商品についている説明書が理解でき，自分が必要とするまたは自分の健
康に良い商品を選択しえるかどうかというのも，一つの生活能力であるとい
われる。また，自分が求める保険の入り方，税金に関する知識，そしてクレ
ジットカードに関する契約の仕方なども生活能力に入るとアメリカでは指摘
されてきた。ここに，当時オレゴン州において，生活能力のテスト作成のた
めに調査に使用された「最少生活能力に関するテスト」(TestingfOrMinimal
Competency)というものがある。この調査は，高校生から成人を対象として
実施されたが，その中からあくまでも参考として質問項目を取り上げてみる
と，次のようなものもあった。
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6４特集学力問題と生涯学習

ここにこの賃貸のいかなる契約規定をも撤回することなく上記の契
約に同意いたします。

Grant Williams
Leasor

D.W(成人正答率60.6%)A・Ｉ B . n ｃ、、

(出所)OregonBoardofEducation,"TestingforMin加alCompetency
(Try'em!),1975.

まとめ

以上，最近の生涯学習事業への参加動機の日米比較と,1970年代からアメ
リカにおいて，子どもたちの低学力化と成人としての基礎的な生活能力の低
下との関連が問題になって発生したCBE(生活能力または基礎能力教育）運
動から，成人の生活能力(1ife-skills)と生涯学習について論じてきた。
CBEとは若干視点が異なるが，アメリカでは最近になって,"SchooltoWork"
（学校から職場まで）という標語を掲げ，新たに学校教育を学校教育以後の
生活まで連続させて教育を考える動きが拡大している。それに従うように，
地域教育プログラムやコミュニティ・カレッジの継続教育プログラムなども，
少しずつ変化してきている。
我が国では，成人としての生活を営む能力の育成ということを,明確な目
標として，学校教育や生涯学習での事業の内容を考え，実施してきた例はそ
れほど多くないと思われる。しかし今,我が国では,学力の低下を問題にし,
子どもたちの生きる力を問題にしている。「生きる力」こそ，まさに将来成人
として生活を営むための力または能力と直結するものであるに違いない。成
人についても，最近は親としての能力だけではなく，様々な意味で快適な生
活を営むための消費者としての賢さ（能力）が求められているし，健康な精
神と肉体を維持するための知識（能力）が必要とされている。また,ITの時
代の到来といわれ，成人のメディアリテラシーも問題になっている。こうし



成人の生活能力と生涯学習６５

た我が国における最近の動向を考慮し，生涯学習体系への移行ということを
基本にした，学校教育から成人の教育までの連続的な視点から，再度成人の
生活能力，すなわち一成人として問題のない日常生活を営むために必要な最
少の能力の育成について議論すべきである。そして，急激に変化する社会に
おいて，誰もが親として，一成人として，一市民として生活を営むために求
められる能力の修得のための生涯学習システムの構築が一つの課題であるよ
うに思われる。
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